







































































































































































































































































































単位 テキスト 使用機器 学生数 学年 時期 回数 時間 実習 図書館との関連
?
東北薬大 科学惰報概論 渡辺弘晃（兼任講騒〉 X 1 なし 360 4 集中、1週間 5 2無 なし 館員聴講
星薬大 興野科学概論 帯川紘（助教授〉 × 0．5 なし 25◎ ? 後期 6 L5 希望者のみ
?
城西大 医薬晶情報学ｶ献の調べ方 金尾素縫（教授）
? L5 ② 250 3 ノノ 12 L5 なし 館員補講i資料利屠法〉
北里大 医薬品情報学 笹本光雄（兼任講師） ? 1
?
200 4 鯛 15 1．5 資料利用法（認x3）
構報管理 × ?
?




i兼任講賑） ? 0．5 ③ 53 3
！ノ
7 L5 ?
明治薬大 二二科学概論 長山泰介（兼優講騨） ? 1 雲門 王50 ? 鵬 15 2 なし
帝京大 医薬品傭報科学 ⑥ ? 1．5 ⑦ ヴ櫨、端宋 163 ? 鯛 13 L5 なし ⑧
東邦大 医薬学報科学 渡辺敬一（病院薬局畏） ? 1 なし スラ撒0即 5 学士 酒ノ 7 1お なし
理科大 薬学情報科学 笹本光雄（兼飯講師〉 X 2 ④ 15◎ ? ！ノ 15 L5 資料利上法（3｝｛×2＞ 実習擾助、聴講
東奈薬大 二二科学二二 村田正弘（兼任講師） X 2 なし スライド 277 ? ノノ 15 L5 なし
北陸大 情報科学概論 松井勝彦（教授） ? ? ⑨ 98 ? ’ノ 三5 2 資料利用法（2H×5）
金沢大 文献調査 笹本光雄（兼任講師） ? 砿5 ⑨ 80 ? 集中・6月 ? 8 資料利用法（姐×D
霧二二二大 薬学文献学 野口俊作（兼任講師） × α5 霞製 1◎o 3 集中・後期 2 ? なし
神戸女子二大 薬学文献学 松尾憾雄（教授） × 1 ② スラ揮 獅 ? 前期 15 L5
窟　　大 情報科学入門⑱ 大工健次（教授） ? 2 二二 ’ノ 8◎ 2 闘 ? L5 オンライン検索（4毯〉 資料作成協力








4 4⑫ 前・後期 6◎⑬ L5 資料利薦法、オンライン見学@　　20×L5｝至
資料作銭、実習擾助
広島大 医薬晶警報学 福地壌（教授） ○ L5 なし 鴻ノ 60 《 糊 15 2
九　　大 医薬情報料学 角賑葛湊（兼任講師）
?
1《欝 自製 滅ノ 80 爆⑳ 11月集中 ? 2．5 二次資料利購法
武丁丁 藤本理平（兼任講師）
?
臨製 門門 25◎ ? ’ノ 2 3 なし
備考
①臨床検査技踊蟹家試験受験資格叡得のための講義で、文献検索とは関係なく、情報理論の墓
　礎および、電算機利絹のための言語等を教えている。
②松罵煙雄編：薬学構報科学概論第2隔地人書館1980
③一1笹本光雄：化学・薬学・生物医学の文献霞網法地人憲館1978
　－2笹本光雄：医薬品構報　広規書店1980
④4無生の講義のみ②を働鞠　⑤レポート提畠
⑥遠藤浩良、池上四郎、岩鶴素治（教授）、西郡秀央（助教授）、堀美智子（助手、三門家として教授補講〉
⑦斉藤太郎：臨床薬学講座顕Drug　lRformatiOft地人書館及び②
⑧薩薬情報研究施設、主薬悩報窒の効率的利用をめざし、講義を箋施。開局薬嫁獅の活動を
　を考慮し、薩薬部外品、化綴品、農薬も含め中器情報を璽視している。
⑨③一i（北陸大一部だけ〉⑱電子計算機概論（2極位）の一部として実施
⑪図憲館員。他に特別講義の申2回を内村楊三、杉由弘幸（兼任講師）が担嚢
⑫院生、助手、館員も参加⑬演翌も含む⑭特別講義⑳セミナー
像薬学概論の一環として、病院薬剤部堀岡正義教授の5疇間と併せて玉単位認定
⑰謄療薬学專攻院生も含む
籐医薬品情報活動の現況と方法論。卒業演習「医薬品の翻製から使絹まで」の一環として実施
凹
???????????????
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資料3．
医薬品情報学講義テキストー覧（城西大学薬学部）
テキスト 使用年度
1．知識の整理平山健三南江堂
2．医薬品情報1976金尾（プリント）
3．医薬品情報1977金尾（プリント）
4。薬その安全性砂原茂一岩波新書
5．DIのためのドクメンテーション金尾（山之内製薬発行誌）
6．新版くすりのはなし久保文苗同文書院
7．医薬品情報1978金尾（プリント）
8．薬学情報科学概論第2版松尾恒雄他編地人書館
9．医薬品と情報1979金尾（プリント）
10．医学文献の探しかた　日本医書出版協会1979
11．医学文献の探しかた改訂増補　日本医書出版協会1983
12．医薬品と情報金尾（｝」　一フ式プリント）
13．医薬品と情報金尾（A6判カード式プリント）
1976　一　77
1976
1977
1977
1978
1978
1978
1979　一　87
1979
1980
1983　一　84，　1988　一　89
1981　一　82
i984
14．薬と情報のダイナミックス（ファルマシアレビュー）日本薬学会1988　一・89
15．医薬情報活動と医薬情報担当者堀岡正義薬業時報社
16．医薬品と情報金尾（プリント）
17．オンライン情報検索山田紘一・・中川弘子・金尾（プリント）
1＆薬学（化学）系実習における文献調査金尾（プリント）
19．化学系実習における文献の調べ方渡辺利郎・金尾（プリント）
1989
玉989
1987　一　89
1984　一　87
1976　一　86
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資料4
ドクメンテーシwaン
　1．定義
　D◎cumentatiOR：電he　asse曲11鍛9，　codlng，　altδdlssem漁ting◎蝕εC◎rded　kR◎W蓋edg¢C◎mprehensively
窒re＆重e曲S餓1滋e騨1μ◎C¢d騰翻izing　semant長CS，　gesych◎1◎gical　aRd懲ech鋤ical・alds，＆磁電ech鍛ゆ㈱◎f
reひrodttctlOft　lnc短dl簸菖鵬icr◎C◎夢yヂ◎r　glv沁琶dOC慧9Re癬躍y　i鍛郵◎罫m就i◎簸twaximum　accessibility　a稔d
usab室藍量重y．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Webs搬’sT雛雛New璽鴛tα戯i◎麟Dlc電lo照理1967，　P．666．
　ドクメンテーションは「知識の管理技術である」といわれ、知識の「整理」をするだけでなく、知
識の「流通技術」をも教えてくれる。整理とは、資料ないし情報を有効に利用するための整理だか
ら、「どうしたらうまく整理できるか」より「どう整理したらうまく使えるか」を考えることになる。
　情報過多の時代には、記憶すべき情報を選択し、記憶しなくても記録でよいことは、その所在が
速やかに検索できるように簡便な方法を考えておけばよい。
　この記録された情報の有効な利用法を考え、実行することがドクメンテーシreンといわれている
技術である。国際ドクメンテーション連盟（Fのアの定義によれば，、“ドクメンテーションとは、あら
ゆる種類の情報の収集と保管、分類と選択、周知と利用”と定義している。…）
　これをもう少し具体的に表現して、“ドクメンテーシgンは、新しい知見のあらゆる記録を収集し、
その内容を分類し。要求に応じてそれらを研究者や発明者に提供することである”と規定しているも
のもある。　2）
　また情報科学の発展に伴い、ドクメンテーシgンに関するもろもろの定義や解釈を集約して次の
ようにまとめたものもあり、これは前記ウェブスターの説明とほぼ同じとなる。
　‘‘ドキュメンテーションとは、人間による情報の生産、生産された情報の定着化または形式化、定
着・形式化されたものの収集、処理、配布、要求に対応する利用を可能ならしめる手段・方法、利用
に基づく情報の再生産の過程などのすべてにかかわる技術の総体である。”3）
　注：ドクメンテーションとドキ”メンテーションは、ともにdoceraentati◎nに対する日本語として
使われている。
2。情報の蓄積と検索
　前述の定義から明らかなように、ドクメンテーシNンの目的は、必要な情報を引き出し（検索）、適
当な形にととのえて（復元）、利用に供することであるから、これをinformation　renieval　（IR）という。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
r情報の検索」は，、それと同じく重要なr情報の蓄積」という前行程をも含んでいるから、両者を一
緒にしてinfcrmation　storage　and　reWieval（IS＆R）とよぶこともある。
　いまドクメンテーシgンにおける標準的な情報処理行程を模式的に示すと表1のごとくなる♂）
　カッコでかこんだ部分は省略できることもある。
．?「????????択
程
??
基の?
?
～テ
??ラ
???
????????????　→??????（??）（???）（?↓ ） 「????????臨柵潔
??? ?
料
??
外
????
この処理行程のうち、情報選択から検索までの必要人員の割合は平山によれば表2のようになるs）。
　　　　　　　表2各行程に必要な人員数の比
　行　程　　　　　　人員比　　　　　　　　　　必要知識
難燃鋤上記囎不要
　蓄積までの情報処理行程の要員には、専門技術知識と外国語読解力と分類法の知識が必要である
が、蓄積と検索の行程の要員は、方式により多少の差はあっても、上述の専門知識は不要で、人数
もはるかに少なくてすむ（ただし、一定の指図書にしたがって機械的に仕事が行えるようシステム化
されている場合をさすことはいうまでもない一筆者注）。
　考えようによっては、蓄積・検索以前の諸行程の方がむしろ重要といえよう。
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　しかし、一般にinf◎rmation・st◎rage　and　retrievalとよぶ場合、表36｝のごとく「蓄積」は収集から蓄
積までの諸行程を、また「検索」は検索から提供までの諸行程をそれぞれ包括すると解されている。
その意味ではIS＆RもしくはIRはドクメンテーシgンと同義とみなされる。
　このように「蓄積」と「検索」には広狭二義があるから、注意を要する。
　表3情報の蓄積と検索
　　　IRformation　Storage　aRd　Retrieval　（IS＆R）　or　DocumeRtation
??
資料収集一　1次資料・2次資料・3次資料
情報選択
蓄積→資料整理　　　　　　　　　　　　　　　＊　補注
　　　（既製・加工・自製など）
3．情報検索
　前節でドクメンテーシRン、情報の蓄積と検索、および情報検索について説明し、これらは原則
的に同義であることを示したが、ここ数年来「情報検索」のことばが多く使われている。それは次
のいくつかの理由にもとつくものと思われる。すなわち、
　1）IRforraati◎R・retrievalの語は1950年CN．M◎◎ersが用いたのが最初で？｝、その後アメリカでIRの機
　　械化、自動化が急速に進歩し、1960年代のはじめにはIRの語も定着するに至った。今日、　IRと
　　いえば、もっぱらmechaRized　llterature　searchlngとほとんど同義と受け取られている。
　2）昨年出版されたウェブスター大辞典の補遺版によっても、
　　　InformatioR　Retrieval：　the　techRiques　of　storing　aRd　recovering　and　often　disseraiRatiRg　recorded
　　data　esp．　through　the　use　of　a　computerized　systern．
　　　　　　　一　6，000　Words：　A　Supplement　to　Webster’s　Third　New　lnternational　DictioRary，　1976．
　とあるように、コンピュータの普及とともにIRのことばも広まったといえよう。さらにまた、
　3）ドクメンテーションの初期には原報を二次資料化して蓄積する実務を経験した人、ないしはその
　　蓄積行程を知っている人が検索にもあたるから、検索業務もスムーズに行われたが、蓄積者と検
　　国者が別人である場合にはそうもいかないこと、また蓄積方式が同一でない既製の二次資料を利
　　即する場合、さらにはドクメンテーシNン技術の基礎がない人がいきなり検索する場合などが多
　　くなるにつれて、情報検索技術の問題が改めて表面化してきたこと、などによるものと思われる。
　　　「情報検索」は実はドクメンテーシtUンの行程を逆にしたものである。機械化システムによる
　　蓄積情報をはじめとして、新しいタイプの二次資料が急増した今日、従来の本の索引を引く程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉5
の知識ではまかないきれず、適切な検索法を確立する必要を生じたため、ドクメンテーションの
行程を逆から眺め直す結果になったともいえよう。
　情報検索では、蓄積された情報の組織体系に合わせた検索法をとらぬと、完全な発掘復元は望
めない。すなわち、検索には蓄積と同じ鍵を使わねば検索の扉は開かれない。8）
　自然語索引による検索を行う場合でも、どのことばをつかって扉を開くかを教える手引きとし
て、主題見出し語りストとシソーラス、および主題分析に適した専門分野の分類体系表が用意さ
れるのはこのためである。
　検索の種類に、遡及調査（retr◎spective　search）と現状逐次調査（current・awareness）の2種が基本
としてあること、また検索の論理には、集合論とB◎◎le代数の原理が使われていることなどにつ
いては、紙面をとりすぎるので割愛する。これについては最近良書が出たのでそれを参考にさ
れたい♂
　いずれにせよ、情報利用者が単独で、予備知識なく、最近の情報システムを利用しようとす
るのはもはや困難であり、情報システムと情報利用者の間に入ってサービスする情報専門家の
サービスを受けなければならない事態になってきた。
　情報検索はドクメンテーションと異質のものではなく、既製の二次資料に恵まれているDI活
動の場においても、ドクメンテーションの技術を身につけずに情報検索をこなすことはむずか
しい（ドクメンテーションとは二次資料の単行本やパンフレットを集めて、並べておくことだけ
ではない）。
　従来のドクメンテー一一．．シMンにかわって、情報検索と名のつく本がいくつも出廻るようになっ
たが、最近この問題を本質的に掘りさげた良響｝、“情報検索の原理と実際一化学情報を例にと
って”が平山・田淵両氏の手により翻訳、出版されたので、これから新しくドクメンテーシMン
を勉強される方は、まずこの本から読みはじめることをおすすめしたい。
参考文献および補注
1）金尾素躍、“DIのためのドクメンテーション1（1）”、薬学図書館、17（2），62，1972
2）　S．C．Bradford，　“Documentation”，　WashiRgtoR，　Public　Affairs　Press，　1950，　p．9　一　10
3）藤川正信、“ドキュメンテーシscンの定義”、文部省大学学術局編、“ドキュメンテーシscンハ
　ンドブック”、東京電機大学出版局、昭42，p．7
4）平山健三、“知識の整理”、南江堂、昭40，p．36
5）平山健三、“情報の蓄積と検索”、月刊JICST情報管理、6（5），3，1963．05
6）金尾素健、薬学図書館、17（2），64，1972
7）　B．C．Vickery，　“OR　Reuieval　System　Theory”，　2nd　ed．，　Butterworths，　Lendofi，　1965，　p．vii　and　179；
金尾素健、“DIのためのドクメンテーション（4）情報検索”、新薬と治療、
96薬学における情報科学教育
　　　No．i23，　2i　一　22，　1969．　04
8）平山健三、“情報工学”、情報管理、ll（1），20－28，璽％＆◎嬉；金尾素re，、“DIのためのドクメン
　　　テーシMン（11）蓄積と検索”、新薬と治療、Ne．　BO，21　一・22，9969．　I　X
9）Dgvis＆Rush，平山健三・田淵利明訳，、“情報検索の原理と実際一化学情報を例にとって”、
　　　丸善（株）、昭52年7月
［金尾素健、“Dl活動におけるドクメンテーション”、月刊薬事、　ig（1◎），　i759－1764，　ig77．より】
補　注
1．　FID：　lnternatiomal　Federation　for　Infermatioft　and　1）o¢umentatien
　（F6d6r3tioft　lnternatiofiale　pour　1’lnfomiation　et　la　Doc“xneRtatioR）
　（ig87年より新名称に変更、ただし略称は従来のまま）
2．UDC：Universgl　Decimal　ClassMcatiefi国際十進分類法
3．81：日本標準商品分類中分類8レ医薬品及び関連製品
4．ICD：IRternati◎Ral　Classificatl◎R　of　Disease＄◎f　the　Werld｝Health　8rganizati◎n国際疾病分類
（原稿受付け：’902．21）
